








要約：白血病及び悪性リンパ腫の患児 51 人の両親を対象に学校生活の種々の行事や体育

の授業への参加状況を調査した。参加の選択は、ほとんど両親の考えや医師の指導によっ

てなされていた。しかし、学校の要請により参加、不参加を選択している患児が 10%以内

であるが存在していた。学校側の理解のもとに、両親の責任、本人の自覚に基づいて学校

生活が送れることが望まれる。


